
（熊本県）

半
導
体
関
連
産
業
の
集
積
と
住
み
よ
さ
の
共
存 

20
年
以
上
続
く
人
口
増

　

熊
本
県
北
東
部
の
内
陸
地
域
に
あ
っ
て
、
市
域
南

側
が
県
都
・
熊
本
市
と
接
す
る
合
志
市
は
、
平
成
18

（
２
０
０
６
）年
２
月
27
日
、
旧
菊
池
郡
合
志
町
と
西

合
志
町
と
の
合
併
に
よ
り
、
合
志
市
と
し
て
の
歩
み

を
開
始
。
本
年
２
月
に
市
制
施
行
20
周
年
の
節
目
を

迎
え
た
。

　

市
域
の
東
側
半
分
が
旧
合
志
町
、
西
側
半
分
が
旧

西
合
志
町
で
構
成
さ
れ
る
合
志
市
は
、
両
地
区
共
に

旧
町
時
代
か
ら
熊
本
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人

口
増
が
続
い
て
お
り
、
合
併
後
も
今
日
ま
で
微
増
を

継
続
中
だ
。
合
併
時
の
人
口
５
万
２
５
１
７
人
は
、

本
年
７
月
末
の
時
点
で
６
万
５
７
１
５
人
と
な
っ
て

お
り
、
合
志
市
で
は
令
和
11

（
２
０
２
９
）
年
度
に
７
万
人

台
に
達
す
る
と
の
予
測
を
立

て
て
い
る
。

　

背
景
に
は
ま
ず
交
通
環
境

の
良
さ
が
あ
る
。
例
え
ば
始

発
の
上
熊
本
駅
（
Ｊ
Ｒ
熊
本

駅
の
隣
）
か
ら
熊
本
電
気
鉄

道
菊
池
線
（
熊
本
電
鉄
／
市

内
７
駅
）
で
、
市
役
所
本
庁

舎
の
最
寄
り
駅
・
御
代
志
駅

ま
で
約
30
分
。
熊
本
市
中
心

部
お
よ
び
阿
蘇
く

ま
も
と
空
港
か
ら

合
志
市
中
心
部
へ

も
、
県
道
経
由
で

約
30
分
。
九
州
自

動
車
道
が
市
域
を
縦
断
（
最
寄
り
Ｉ
Ｃ
は
北
熊
本
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
）
し
、
整
備
中
の
中
九
州
横
断
道
路
の

事
業
計
画
で
は
仮
称
・
合
志
Ｉ
Ｃ
と
西
合
志
Ｉ
Ｃ

の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
良
好
な
交
通
環
境

は
合
志
市
と
隣
接
す
る
菊
陽
町
に
ま
た
が
る
工
業

団
地
「
セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
」
な
ど
、
市
域
お

よ
び
周
辺
地
域
で
近
年
盛
ん
な
、
半
導
体
関
連
の

企
業
進
出（
世
界
最
大
手
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
と
子
会
社
の

市 政 ル ポ 合
こ う し

志市

荒
あらき

木義
よしゆき

行
合志市長

持
続
可
能
な
未
来
の
礎
は
規
制
緩
和
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
創
り

目
標
は
誰
も
が
健
康
で
幸
福
な
日
常
を
過
ご
せ
る
健
幸
都
市

竹迫観音の例祭「竹迫観音祭」は800年もの歴史を持つ市指定文
化財。農業・産業振興、交通安全を願う祭礼としても知られ
る（毎年7月開催）

本年5月30日に挙行された「合志市市制施行20周年記念式典」

　７月 28 日に発生した「令和８年熊本地震」の被災者の
皆さま方に心からお見舞い申し上げますとともに、一日も
早い復興を祈念いたします。
　本稿は地震発生前（本年６月取材時）の内容のまま掲載
しております。
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Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
九
州
、
ソ
ニ
ー

セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
な

ど
）が
相
次
ぐ
要
因
の
一
つ
で
も
あ
る
。

　

後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
合
志

市
の
基
幹
産
業
は
今
や
集
積
の

進
む
半
導
体
関
連
産
業
へ
と
移

行
し
つ
つ
あ
る
が
、
伝
統
的
な

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
も
、
規

模
の
縮
小
や
後
継
者
不
足
な
ど

に
直
面
し
つ
つ
も
健
在
だ
。
ス

イ
カ
、
マ
ン
ゴ
ー
、
ブ
ド
ウ
、

イ
チ
ゴ
な
ど
の
作
物
（
耕
種
農

業
）
と
畜
産
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

成
り
立
つ
合
志
市
の
農
業
の
基

盤
は
、
阿
蘇
山
の
火
山
灰
が
降

り
積
も
っ
た
地
味
豊
か
で
平
坦

な
大
地
と
、
市
内
の
水
道
水
が
全
て
地
下
水
で
賄
わ

れ
る
ほ
ど
の
良
質
で
豊
富
な
水
資
源
に
あ
る
。

　

平
坦
な
大
地
と
良
質
で
豊
富
な
水
資
源
は
、
熊

本
市
・
合
志
市
・
菊
池
市
・
菊
陽
町
な
ど
の
熊
本

県
北
部
（
熊
本
地
域
／
菊
池
地
域
）
一
帯
に
、
製
造

の
際
に
大
量
の
清
浄
な
水
（
超
純
水
）
を
必
要
と
す

る
半
導
体
産
業
の
集
積
が
進
む
要
因
で
も
あ
る
。

合
志
市
に
お
け
る
基
幹
産
業
の
系
譜
が
、
時
代
と

共
に
形
態
を
大
き
く
変
化
さ
せ
つ
つ
、
そ
の
基
盤

が
共
通
の
地
域
資
源
（
豊
か
な
大
地
と
良
質
な
水
）

に
あ
る
の
は
興
味
深
く
、
ま
さ
に
地
域
財
産
と
い

う
べ
き
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
熊
本
県
が
主
導
す
る
形
で

１
９
８
０
年
代
末
以
降
、
半
導
体
関
連
の
生
産
拠

点
が
急
速
に
形
成
さ
れ
て
き
た
熊
本
県
北
部
の
関

連
自
治
体
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
熊
本
市
を
除
き
、

人
口
増
と
地
価
の
上
昇
が
継
続
的
に
見
ら
れ

る
。
付
随
し
て
子
育
て
世
代（
世
帯
）の
転
入

増
加
が
目
立
つ
。

　

現
在
の
合
志
市
域
の
人
口
増
も
、
新
市
発

足
以
前
の
昭
和
62（
１
９
８
７
）年
に
、
東
京

エ
レ
ク
ト
ロ
ン
九
州
が
セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ

パ
ー
ク
に
進
出
し
て
以
降
続
い
て
い
る
が
、

長
年
の
人
口
増
と
共
に
、
合
志
市
が
特
徴
的

な
の
は「
住
み
心
地
」が
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

　

例
え
ば
、
東
洋
経
済
新
報
社
「
住
み
よ
さ

ラ
ン
キ
ン
グ
」
の
直
近
３
年
分
だ
け
を
見
て

も
、
合
志
市
は
令
和
６
（
２
０
２
４
）年
版
が

全
国
５
位
、
令
和
７
（
２
０
２
５
）年
版
は
同

17
位
、
本
年
版
は
同
31
位
。
九
州
・
沖
縄
地
区
で

は
３
年
連
続
で
、
人
吉
市
に
次
ぐ
２
位
と
安
定
し

て
い
る
。

　

合
志
市
周
辺
エ
リ
ア
へ
の
半
導
体
関
連
産
業
の
集

積
は
、
中
九
州
横
断
道
路
な
ど
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
さ

ら
な
る
整
備
や
、
熊
本
電
鉄
・
御
代
志
駅
周
辺
の
土

地
区
画
整
理
事
業
の
進
展
な
ど
で
、
よ
り
加
速
す
る

こ
と
が
確
実
だ
。

　

折
し
も
本
年
４
月
27
日
に
三
井
不
動
産
は
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
を
発
表
。
同
社
お
よ
び
熊
本
県
、
合
志
市

の
３
者
に
よ
る
「
く
ま
も
と
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
発
エ
リ
ア
」整
備
に
関
す
る「
事
業

推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
基
本
協
定
」
を
締
結
し
た
旨
、
全

国
発
信
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
同
リ
リ
ー
ス
に
よ
れ

ば
「
①
半
導
体
関
連
企
業
や
半
導
体
を
使
う
ユ
ー

ザ
ー
企
業
の
集
積
／
②
新
た
な
産
学
官
連
携
拠
点

『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
発
エ
リ
ア
』
の
整
備
／
③

『
パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
法
人
』の
設
立
／
④
半
導
体

三井不動産、熊本県、合志市の3者による「くまもとサイエンスパーク」事業
推進パートナー基本協定・締結式の模様

熊本市と合志市を直結し、将来的に完成する中九州横断道路と直結予定の、
熊本都市圏を支える重要な環状道路として機能する国道３号熊本北バイパス

熊本市中心部（上熊本駅）と合志市中心部（御代志駅）を約30分で結ぶ
熊本電鉄は通勤・通学の貴重な足

合志市

熊本市
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人
材
育
成
に
特
化
し
た
大
学
・

研
究
機
関
の
誘
致
／
⑤
学
生
・

企
業
・
研
究
者
が
共
同
利
用
で

き
る
施
設
の
整
備
」
を
目
指
し
、

セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
の
近
隣

６
市
町
村
を
対
象
エ
リ
ア
と
し

て
い
る
。

　

合
志
市
は
、
令
和
６
年
に
人
口

戦
略
会
議
が
発
表
し
た
「
全
国

１
７
２
９
自
治
体
の
持
続
可
能

性
分
析
結
果
リ
ス
ト
」
に
お
い

て
、
熊
本
県
の
市
部
で
唯
一
、
若

年
女
性
の
減
少
率
が
小
さ
く
、
人

口
の
自
然
減
・
社
会
減
の
影
響
も

抑
制
さ
れ
た「
自
立
持
続
可
能
性
自
治
体
」と
位
置
付

け
ら
れ
た
。
そ
の
要
因
に
は
半
導
体
関
連
の
活
発
な

産
業
動
向
も
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
い
。
若
年
女
性
や
子
育
て
世
代
を
引
き
付
け
る
地

道
な
施
策
・
事
業
の
存
在
が
あ
る
。

　

荒
木
義
行
合
志
市
長
（
平
成
22
／
２
０
１
０
年
就

任
、
５
期
17
年
目
）
は
、
合
併
前
か
ら
継
続
す
る
人

口
増
や「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」の
高
評
価
、
自
立

持
続
可
能
性
自
治
体
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
要
素
に
つ
い
て
、「
そ
れ
は

現
時
点
に
お
け
る
、
た
ま
た
ま
の
結
果
論
で
、
合
志

市
の
持
続
可
能
な
近
未
来
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な

い
」
と
冷
静
に
分
析
。
そ
れ
で
も
か
つ
て
流
出
過
多

だ
っ
た
若
年
女
性
や
子
育
て
世
代
か
ら
の
「
住
み
よ

さ
の
評
価
」が
高
ま
る
合
志
市
の
現
況
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
語
る
。

子
育
て
世
代
や
女
性
を
引
き
付
け
る 

「
健
康
幸
福
都
市
」づ
く
り

　
「
実
際
問
題
と
し
て
合
志
市
の
人
口
増
は
、
子
育

て
世
代
を
軸
に
熊
本
市
か
ら
の
移
住
な
ど
社
会
増
が

中
心
で
す
が
、
特
に
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
出
生
率
は
減

少
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
人
口
増
自
体
は
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
で
も
、
ご
承
知
の
よ
う
に
子
育
て
世
代
の
流
入
過

多
は
、
保
育
・
教
育
環
境
の
新
た
な
整
備
な
ど
を
必

然
的
に
伴
い
ま
す
。
整
備
の
追
い
付
か
な
い
道
路
の

渋
滞
な
ど
も
発
生
し
や
す
く
、
そ
の
負
担
は
大
き

い
。
ま
た
合
志
市
の
場
合
、
人
口
の
約
70
％
は
、
面

積
で
は
市
域
の
10
％
程
度
で
し
か
な
い
、
熊
本
市
に

隣
接
す
る
市
街
化
区
域
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
残
り

約
30
％
の
人
口
は
、
約
90
％
を
占
め
る
市
街
化
調
整

区
域
に
散
在
し
、
市
街
化
調
整
区
域
に
は
消
滅
可
能

性
集
落
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
人
口
戦
略
会
議
か
ら
令
和
６
年

に
『
自
立
持
続
可
能
性
自
治
体
』
と
位
置
付
け
ら
れ

ま
し
た
が
、
半
導
体
関
連
産
業
の
動
向
に
加
え
て
、

私
は
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
度
か
ら
本
格
的
に
実

施
し
て
き
た
、
市
民
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
『
健

康
幸
福
都
市
（
健
幸
都
市
）
こ
う
し
』
の
取
り
組
み

が
、
徐
々
に
定
着
し
て
き
た
効
果
も
あ
る
と
考
え

ま
す
。
健
幸
都
市
の
構
築
は
平
成
28
（
２
０
１
６
）

年
度
開
始
『
合
志
市
総
合
計
画
第
２
次
基
本
構
想
』、

令
和
６
年
度
開
始
『
合
志
市
総
合
計
画
第
３
次
基
本

構
想
』
に
共
通
す
る
目
標
で
、
市
民
の
健
康
寿
命
の

延
伸
、
地
域
の
活
力
と
産
業
振
興
を
包
括
的
に
進

め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

例
え
ば
そ
の
一
環
と
し
て
合
志
市
、
熊
本
大
学
、

旧
日
本
ユ
ニ
シ
ス（
現
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｙ
）、
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
運
営
に
定
評
の
あ
る
ル
ネ
サ
ン
ス
の
４

者
に
よ
る
産
学
官
の
連
携
協
定
締
結
を
経
て
、
平

成
30
年
に
開
始
し
た
『
健
幸
都
市
こ
う
し
』
事
業
で

は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
指
導
関
連
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
実
施
。
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
分
析
を
行

う
な
ど
、
結
果
の
見
え
る
化
に
よ
る
気
づ
き
の
機

会
の
提
供
や
健
康
活
動
の
習
慣
化
を
目
的
と
し
た

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

並
行
し
て
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
を
導

入
す
る
な
ど
、
子
育
て
支
援
策
も
積
極
的
に
行
っ

合志市は18歳までの医療費無料の早期実施など子育て支援策に定評。充実した子育て支
援施設への子育て世代の支持も高い（ぽっぽの部屋）

熊本県初のマンガミュージアム「合志マンガミュージアム」。1960年代から
最新のものまで約2万冊の蔵書があり、週末は老若男女でにぎわう
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合志市　市 政 ル ポ

（熊本県）

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
地

道
な
取
り
組
み
の
蓄
積
は
、

家
族
の
健
康
管
理
を
担
う
子

育
て
中
の
主
婦
や
、
健
康
・

美
容
に
関
心
の
高
い
若
い
女

性
に
と
っ
て
、
住
み
よ
さ
へ

の
一
種
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成

す
る
一
因
に
も
な
り
や
す
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

（
荒
木
市
長
）

　

市
民
の
健
康
寿
命
の
延

伸
、
地
域
の
活
力
と
産
業
振

興
の
包
括
的
な
推
進
を
目
指

す
合
志
市
の
「
健
幸
都
市
づ

く
り
」は
、
地
域（
ま
ち
）の

元
気
と
健
康
を
創
出
す
る
多
角
的
な
取
り
組
み
だ
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
半
導
体
関
連
産
業
の
集
積

に
つ
い
て
も
、
雇
用
の
場
の
創
出
を
含
め
て
、
活

力
に
満
ち
た
健
幸
都
市
形
成
の
大
き
な
一
翼
を
担

う
事
象
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

　
「
だ
か
ら
こ
そ
逆
に
、
私
た
ち
は
現
状
の
人
口
増

に
つ
い
て
も
浮
か
れ
る
こ
と
な
く
冷
静
に
受
け
止

め
る
べ
き
で
、
そ
こ
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
た
ら
、

い
つ
消
滅
可
能
性
都
市
へ
の
道
を
た
ど
る
か
も
し

れ
な
い
こ
と
を
、
肝
に
銘
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
半
導
体
産
業
の
集
積
は
と
て
も
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
も
ず
っ
と
続
い

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
も
そ
も
そ
れ
は
外
部
要
因
で
あ
り
、
私
た
ち
の

努
力
（
内
部
要
因
）
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
で
は

な
い（
笑
）。
そ
う
し
た

謙
虚
さ
と
危
機
感
を
常

に
持
ち
続
け
、
持
続
可

能
な
未
来
を
内
側
か
ら

の
努
力
で
ど
の
よ
う
に

成
し
遂
げ
る
の
か
。
必

要
な
の
は
、
い
ろ
い
ろ

な
意
味
で
の
規
制
緩
和

と
、
そ
れ
を
推
進
で
き

る
人
材
の
育
成
だ
と
、

私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

規
制
さ
れ
て
い
る
か

ら
と
諦
め
る
の
で
な

く
、
そ
れ
ら
を
打
開
す

る
方
法
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
。
そ
う
し
た
問
い

か
け
を
首
長
と
し
て
常
に
行
い
、
そ
れ
を
職
員
に

投
げ
か
け
る
と
同
時
に
関
係
各
方
面
と
積
極
的
に

折
衝
す
る
こ
と
。
加
え
て
、
現
状
突
破
を
い
と
わ

な
い
人
材
の
育
成
や
、
多
様
な
意
味
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
企
業

と
の
関
わ
り
、
自
治
体
同
士
の
つ
な
が
り
も
全
て

『
関
係
人
口
づ
く
り
』
と
捉
え
、
地
道
に
展
開
し
て

い
く
こ
と
。
そ
れ
が
地
方
の
基
礎
自
治
体
に
最
も

重
要
な
、
内
部
要
因
を
醸
成
す
る
道
で
あ
る
と
私

は
考
え
て
お
り
ま
す
」（
荒
木
市
長
）

　

こ
の「
規
制
緩
和
／
現
状
突
破
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

／
関
係
人
口
づ
く
り
」
こ
そ
は
、
荒
木
市
長
が
就
任

以
来
「
内
側
か
ら
の
努
力
で
実
現
す
る
持
続
可
能
な

未
来
づ
く
り
」
の
方
策
と
し
て
、
最
重
要
視
し
て
き

た
取
り
組
み
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ク
リ
エ
イ
タ
ー
塾 

健
幸
都
市
構
築
の
新
た
な
礎

　

荒
木
市
長
が
県
議
時
代
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た

「
規
制
緩
和
」
へ
の
強
い
思
い
の
背
景
に
は
、
合
志

市
が
有
す
る「
特
殊
事
情
」が
あ
る
。

　
「
合
志
市
は『
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
』に
お
い
て
、

毎
年
の
よ
う
に
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
が
、
実

は
生
活
の
利
便
性
の
面
で
は
、
常
に
全
国
で
も
下
位

に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
に
大
型
商
業
施

設
の
少
な
さ
な
ど
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
市
域
の
約
90
％
が
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
る
こ

と
に
加
え
、
合
志
市
は
市
域
中
央
部
に
広
大
な
国
有

中央公民館などで定期的に開催される「こどもまんなか月間」イベント

合志市図書館は計3館。写真は文化ホール、体育館、中央公民館、歴史資料館、
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装学院元学院長・原田茂さん（旧合志村出身）の業績展示コーナー
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地
と
県
有
地
を
抱
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
三
つ

の
国
立
・
県
立
農
業
研
究
機
関
と
県
立
農
業
大
学
校
、

国
立
熊
本
高
等
専
門
学
校
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病

院
機
構
熊
本
再
春
医
療
セ
ン
タ
ー
と
国
立
療
養
所
菊

池
恵
楓
園（
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
）、
三
つ
の
県
立
支

援
学
校
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
国
・
県
有
地
は
緑
の
濃
い
癒
や
し
の

空
間
を
市
域
に
も
た
ら
し
て
い
る
半
面
、
合
志
市

の
ま
ち
づ
く
り
は
そ
こ
を
う
回
す
る
形
で
し
か
進

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
広
大
な
国
・
県
有
地
、

市
街
化
調
整
区
域
の
規
制
緩
和
、
お
よ
び
国
・
県

立
施
設
と
の
有
機
的
な
連
携
関
係
の
構
築
は
、
私

に
と
っ
て
県
議
時
代
か
ら
の
重
要
な
政
治
目
標
の

一
つ
で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
」（
荒
木
市
長
）

　

荒
木
義
行
市
長
は
警
視
庁
警
察
官
、
国
会
議
員

秘
書
を
経
て
、
平
成
７
（
１
９
９
５
）
年
か
ら
４
期

に
わ
た
り
熊
本
県
議
会
議
員
を
務
め
た
後
、
平
成

22
年
３
月
に
実
施
さ
れ
た
合
志
市
市
長
選
で
当
選
。

本
年
で
５
期
17
年
目
に
な
る
が
、
市
長
選
へ
の
出

馬
を
決
意
し
た
最
大
の
理
由
の
一
つ
が
、
こ
の

「
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
国
・
県
有
地
（
施
設
）、
市

街
化
調
整
区
域
に
ま
つ
わ
る
規
制
緩
和
の
推
進
」

（
荒
木
市
長
）だ
っ
た
。

　
「
実
際
問
題
、
工
場
も
商
業
施
設
も
思
う
よ
う
に

建
て
ら
れ
な
い
約
90
％
の
市
街
化
調
整
区
域
に
暮

ら
す
約
30
％
の
市
民
と
、
約
10
％
の
市
街
化
区
域

に
暮
ら
す
約
70
％
の
市
民
を
比
較
す
る
と
、
大
げ

さ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
生
活
の
利

便
性
の
面
で
、
私
が
市
長
に
就
任
し
た
当
時
に
は

天
と
地
ほ
ど
の
差
が
あ
り
ま
し
た
」（
荒
木
市
長
）

　

合
志
市
エ
リ
ア
は
昭

和
46（
１
９
７
１
）年
に

「
熊
本
都
市
計
画
区
域
」

と
し
て
指
定
さ
れ
、
昭

和
48（
１
９
７
３
）年
に

用
途
地
域
の
指
定
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

以
後
、
平
成
18
年
の
市

制
施
行
を
挟
ん
で
、
区

域
区
分
の
変
更
は
長
年

行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
鑑

み
、
荒
木
市
長
は
平
成

22
年
の
就
任
以
降
、
精

力
的
に
区
域
区
分
変
更
の
模
索
を
開
始
。
平
成
28

年
５
月
に
竹
迫
地
区
（
合
志
市
本
庁
舎
南
側
）
の
約

65 

ha
、
平
成
30
年
に
は
御
代
志
地
区
（
御
代
志
駅
周

辺
）
の
約
48
・
５
ha
が
市
街
化
区
域
に
編
入
さ
れ
る

な
ど
、
着
々
と
成
果
を
重
ね
て
い
っ
た
（
※
注
／
昭

和
48
年
に
行
わ
れ
た
「
熊
本
都
市
計
画
区
域
の
用
途

地
域
指
定
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
に
「
用
途
地

域
の
変
更
」が
実
施
さ
れ
た
）。

　

並
行
し
て
膨
大
な
数
の
民
間
企
業
も
含
む
関
係

各
方
面
と
の
折
衝
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
）
を
展

開
し
、
平
成
30
年
に
は
市
内
初
の
大
型
商
業
施
設

「
ア
ン
ビ
ー
熊
本
」（
竹
迫
地
区
）
の
誘
致
を
実
現
す

る
。
令
和
６
年
に
は
国
道
３
８
７
号
線
沿
い
に
17

の
専
門
店
と
ス
ー
パ
ー
か
ら
な
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
「
ゆ
め
モ
ー
ル
合
志
」
を
、
令
和
７
年
に
は

熊
本
再
春
医
療
セ
ン
タ
ー
や
支
援
学
校
、
熊
本
高

専
な
ど
国
・
県
有
地
の
集
ま
る
地
区
に
、
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
「
ス
プ
リ
ン
グ
ガ
ー
デ
ン
御

代
志
」
の
誘
致
を
実
現
し
た
。
さ
ら
に
各
大
型
商
業

施
設
は
、
病
院
や
主
要
公
共
施
設
な
ど
を
巡
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
レ
タ
ー
バ
ス
）の
ル
ー
ト
に
も
、

直
接
・
間
接
的
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

　
「
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
規
制
の
多
い
合
志
市
を
生

き
生
き
と
し
た
ま
ち
に
す
る
た
め
に
は
小
さ
な
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
幾
つ
も
つ
く
り
、
そ
れ
を
公

共
交
通
で
結
ぶ
べ
き
と
い
う
県
議
時
代
か
ら
の
私

の
ま
ち
づ
く
り
の
持
論
を
実
践
す
る
も
の
で
、
基

盤
と
な
る
形
は
現
在
、
ほ
ぼ
で
き
て
い
ま
す
」（
荒

木
市
長
）

　

荒
木
市
長
の
規
制
緩
和
へ
の
尽
力
は
市
長
在
任

中
さ
ら
に
続
く
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
い

う
意
味
で
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
、
画
期
的
な
成

大型商業施設の少ない合志市。令和6年誕生の「ゆめモール合志」は、市民
の生活利便性向上に早くも貢献している
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果
を
挙
げ
つ
つ
あ
る
の
が
、
全
国
的
に
も
類
例
の

な
い
取
り
組
み
と
現
在
各
方
面
か
ら
注
目
を
集
め

る「
合
志
市
ク
リ
エ
イ
タ
ー
塾
」事
業
の
展
開
だ
。

　
「
こ
れ
は
地
域
の
情
報
を
市
民
力
で
発
信
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
発
想
か
ら
、
合
志

市
の
情
報
発
信
を
担
っ
て
く
れ
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー

を
養
成
す
る
べ
く
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
度
に
始

め
た
事
業
で
す
。
講
師
は
実
績
十
分
な
プ
ロ
の
方

た
ち
ば
か
り
。
大
き
な
資
本
を
持
た
ず
、
そ
れ
で

も
地
域
で
地
道
に
農
業
や
商
業
、
工
業
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
て
き
た
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
少
し
で
も

情
報
発
信
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
考
え
、
企
画

し
ま
し
た
。

　

塾
生
た
ち
は
授
業
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の
事

業
者
の
情
報
発
信
を
お
手
伝
い
し
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
塾
生
た
ち
も
現
場
の
仕
事
を
、
机
上
の
空

論
で
は
な
く
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
代
わ
り
に
授
業
料
は
行
政
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

さ
ら
に
市
民
だ
け
で
な
く
、
市
外
の
人
で
も
希
望

者
は
塾
生
と
し
て
受
け
入
れ
る
。
そ
う
い
う
仕
組

み
を
ま
ず
作
っ
た
の
で
す
。

　

当
初
は
な
ぜ
市
民
以
外
に
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
の

か
と
い
う
声
が
、
議
会
を
中
心
に
上
が
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
11
年
目
を
迎
え
た
現
在
、

リ
モ
ー
ト
授
業
を
通
じ
て
、
塾
生
た
ち
は
全
国
18

都
市
に
ま
で
拡
大
。
プ
ロ
と
し
て
独
立
し
た
塾
生

た
ち
の
多
く
が
、
恩
返
し
と
い
う
理
由
で
、
機
会

あ
る
ご
と
に
合
志
市
の
前
向
き
な
情
報
を
発
信
・

拡
散
し
て
く
れ
て
い
ま
す
」（
荒
木
市
長
）

　

こ
れ
ぞ
ま
さ
に
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
＝
関
係
人
口

の
拡
大
」
と
い
う
、
荒
木
市
長
の
持
論
を
絵
に
描
い

た
よ
う
な
事
例
と
い
え
る
。
同
時
に
内
側
か
ら
の

努
力
の
積
み
重
ね
で
図
る
地
域
活
性
化
と
い
う
意

味
合
い
に
お
い
て
、
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
ス
マ
ー

ト
な
カ
タ
チ
と
「
伸
び
し
ろ
」
に
満
ち
た
施
策
、
と

も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
の
原
稿
を
作
成
中
の
８
月
12
日
に
は
、

「
動
物
と
の
共
生
／
癒
や
し
の
里
こ
う
し
」
事
業
に

関
す
る
最
新
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
て
き
た
。
こ
の
事

業
は
整
備
中
の
中
九
州
横
断
道
路
に
建
設
予
定
の

西
合
志
Ｉ
Ｃ
周
辺
に
、
全
国
で
も
類
を
見
な
い
「
動

物（
主
に
ペ
ッ
ト
）と
の
共
生
」と「
癒
や
し
」を
テ
ー

マ
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
と
い
う
構
想
で
、

構
想
策
定
業
務
の
受
託
業
者
が
決
定
し
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
。

　

中
九
州
横
断
道
路
が
完
成
し
、
西
合
志
Ｉ
Ｃ
建

設
後
の
周
辺
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
る

事
業
構
想
で
、
合
志
市
公
式
サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、「
商

業
・
福
祉
・
交
通
・
防
災
な
ど
多
様
な
視
点
か
ら
、

人
流
、
交
通
動
線
の
変
化
を
見
据
え
た
に
ぎ
わ
い

の
創
出
お
よ
び
市
全
体
の
活
性
化
を
図
る
」
と
あ

る
。
こ
の
構
想
の
キ
ッ
カ
ケ
に
つ
い
て
、
荒
木
市

長
は
「
自
身
の
積
極
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の

過
程
で
出
て
き
た
発
想
」
と
、
６
月
の
取
材
時
に
も

語
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
「
他
に
類
を
見
な
い
動
物
（
ペ
ッ

ト
）
を
主
役
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
と
は
、
ま

さ
に
「
規
制
突
破
」
を
信
条
と
す
る
荒
木
市
長
ら
し

い
施
策
と
言
え
る
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
８
年
６
月
24
日
）

プロのクリエイターになった「合志市クリエイター塾」出身者らが活動の拠点とする
「ルーロ合志」は旧西合志町役場庁舎だ

事業開始から既に1000人以上の卒業生を輩出している「合志市クリエイ
ター塾」
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